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【年通号数】公開・登録公報2013-014
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【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｂ  39/22     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月4日(2016.10.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネジ込み軸（Ｘ）に沿って延びるネジ山付先端部（３ａ，３ｂ）上にネジ込みされたナ
ット（２ａ，２ｂ）を含む、戻り止めネジ込み取付装置（１ａ，１ｂ）であって、
前記ナット（２ａ，２ｂ）が
ネジ込みの間に、前記先端部（３ａ，３ｂ）に関して回転する第１要素（６ａ，６ｂ）、
隣接部分（５）又は前記先端部（３ｂ）に関する回転に逆らって不動となるように、前記
隣接部分（５）又は前記先端部（３ｂ）を嵌合可能な第２要素（１３ａ，１３ｂ）、ここ
で前記先端部（３ａ，３ｂ）は前記第２要素を挿通しているものとし、
前記第１要素（６ａ，６ｂ）との共通の回転のために固定される停止部材（２３ａ，２３
ｂ）、
前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）と前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）との間の解除可能な
連結手段（２６ａ，２６ｂ，２７ａ，２７ｂ，２８ａ，２８ｂ）を含み、
前記連結手段は、軸方向に向かう２つのグループの歯部からなり、第１グループの歯部は
前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）に固定されており、そして第２グループの歯部は前記第
２要素（１３ａ，１３ｂ）に固定されており、
前記ナットは、更に、前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）が前記隣接部分（５）又は前記先
端部（３ｂ）と軸方向に嵌合するときに、前記第１要素（６ａ，６ｂ）の第１締付表面（
２０ａ，２０ｂ）と、前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）の第２締付表面（２１ａ，２１ｂ
）とで相互に直接的に締め付けるための領域を備えており、
前記第２要素（１３ａ）の内側肩部の放射状内側異形材部（１４ａ）又は前記第２要素（
１３ｂ）の外側肩部の放射状外側異形材部（１４ｂ）は、前記第１要素（６ａ，６ｂ）に
担持された軸方向ストッパ部（１５ａ，１５ｂ）と前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）との
間で、前記第１要素（６ａ，６ｂ）に関して軸方向Ｘに移動可能である
ことを特徴とする前記戻り止めネジ込み取付装置。
【請求項２】
　前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）が、前記第１要素（６ａ，６ｂ）の上に設けられてい
るリターン手段（２８ａ，２８ｂ）によって前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）の方向に向
かわされており、そして、前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）が前記隣接部分（５）又は前
記先端部（３ｂ）と軸方向に嵌合するときに、前記ナット（２ａ，２ｂ）がネジ込みの間
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に前記軸（Ｘ）に沿って移動するのに伴って、前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）が、前記
第２要素（１３ａ，１３ｂ）の影響下で、前記第１要素（６ａ，６ｂ）に関して、前記リ
ターン手段（２８ａ，２８ｂ）に対抗して軸（Ｘ）に沿って並進的に駆動されることを特
徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２要素（１３ａ，１３ｂ）と前記停止部材（２３ａ，２３ｂ）との前記歯部（２
６ａ，２６ｂ，２７ａ，２７ｂ）は、前記リターン手段（２８ａ，２８ｂ）によって偏向
された際に、相互に侵入可能になることを特徴とする、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１要素（６ａ，６ｂ）が、ネジ込みツールによって前記第１要素と前記ツールと
の共通の回転のために嵌合される領域（７ａ，７ｂ）を含み、その領域が、軸方向のネジ
込み方向に関して前記ナット（２ａ，２ｂ）の後方端部と、及び前記ナットの周縁部上に
形成された肩部（８ａ，８ｂ）と、軸方向で接していることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記ナット（２ａ，２ｂ）が、その後方端部で前記肩部（８ａ，８ｂ）の前方表面に固
定された支持シリンダ（１９ａ，１９ｂ）を含み、前記シリンダ（１９ａ，１９ｂ）の前
方端部表面が、前記第１要素（６ａ，６ｂ）の前記第１締付表面（２０ａ，２０ｂ）を成
形していることを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記停止部材（２３ａ）が、実質的に円筒状の形状を有するノド部（２２ａ）に挿入さ
れた大略環状を有しており、前記ノド部（２２ａ）が、一方では、前記ナット（１）のネ
ジ込み方向において、前記周縁肩部（８ａ）を超えてネジ込みツールによる嵌合用の前記
領域（７ａ）に実質的に延びる前記シリンダ部分（９ａ）と内側で接しており、もう一方
では、前記支持シリンダ（１９ａ）と外側で接しており、更に、前記停止部材（２３ａ）
が、少なくとも１つの放射状突起物からなる回転停止手段（２４ａ）を含み、前記放射状
突起物が、前記支持シリンダ部（１９ａ）の厚みに設けられて接合される形状を有する溝
内を軸方向にスライドし、ネジ込み方向に関して前記停止部材（２３ａ）の前方表面が、
前記連結手段の歯部（２６ａ）の部分を支持することを特徴とする、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　前記放射状突起物が、大略ダブテール形状を有している、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第２要素（１３ａ）が、大略環状を有しており、そのネジ込み方向に関する後方表
面が、前記連結手段の歯部（２７ａ）の部分を支持しており、前記第２要素（１３ａ）が
、内側肩部を有しており、その放射状の内側異形材部（１４ａ）が、前記軸方向ストッパ
部（１５ａ）と前記停止部材（２３ａ）に挟まれていることを特徴とする、請求項３～７
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記第２要素（１３ａ）が、前記ナット（１）のネジ込み方向において、軸方向に延び
る少なくとも１つの突出部（１７ａ）を含んでおり、前記突出部（１７ａ）が、前記隣接
部分（５）に設けた接合形状を有するハウジング（１８）内に導入可能であり、前記隣接
部分（５）に関する回転に逆らって前記第２要素（１３ａ）を固定することを特徴とする
、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記リターン手段（２８ａ）が、圧縮バネ型であることを特徴とする、請求項２～９の
いずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記圧縮バネ型が、波型である、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
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　前記ナット（１）が、そのナット（１）の軸方向ネジ込み方向において、前記周縁肩部
（８ｂ）を越えて、ネジ込みツールによる嵌合用の領域（７ｂ）に延びる支持シリンダ（
１９ｂ）を含み、その支持シリンダの前方端部が、前記第１要素（６ｂ）の第１締付表面
（２０ｂ）を形成する表面を含むことを特徴とする、請求項４に記載の装置。
【請求項１３】
　前記停止部材（２３ｂ）が、実質的に円筒状の形状を有するノド部（２２ｂ）に挿入さ
れた大略環状を有しており、前記ノド部が、一方で、前記支持シリンダ部分（１９ｂ）と
内側で接しており、もう一方では、前記周縁肩部（８ｂ）に固定された大略円筒状を有し
、かつ、ネジ込み方向で前方端部まで延びるカバー（９ｂ）と外側で接しており、更に、
前記停止部材（２３ｂ）が、少なくとも１つの放射状突起物からなる回転停止手段（２４
ｂ）を含み、前記放射状突起物が、前記カバー（９ｂ）の厚みに設けられて接合される形
状を有する溝内を軸方向にスライドし、ネジ込み方向に関して前記停止部材（２３ｂ）の
前方表面が、前記連結手段の歯部（２６ｂ）の部分を支持することを特徴とする、請求項
１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記放射状突起物が、大略ダブテール形状を有している、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第２要素（１３ｂ）が、大略環状を有しており、そのネジ込み方向に関する後方表
面が、前記連結手段の歯部（２７ｂ）の部分を支持しており、前記第２要素（１３ｂ）が
、外側肩部を有しており、その放射状の外側異形材部（１４ｂ）が、前記軸方向ストッパ
部（１５ｂ）と前記停止部材（２３ｂ）に挟まれていることを特徴とする、請求項３、４
、及び１２～１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　キータイプスライドリンクを整え、そして前記第２要素を前記先端部（３ｂ）に関する
回転に逆らって固定するために、前記第２要素（１３ｂ）が、前記先端部（３ｂ）に設け
られた溝（３３）に侵入する少なくとも１つの放射状内側突起部（１７ｂ）を含むことを
特徴とする、請求項１～４及び１２～１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記リターン手段（２８ｂ）が、圧縮バネ型であることを特徴とする、請求項２～４及
び１２～１６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記圧縮バネ型が、コイルバネであることを特徴とする、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　ノド部（２２ｂ）の中に前記第２要素（１３ｂ）を取り付けるために、前記軸方向スト
ッパ部（１５ｂ）が、肩部によって形成されるか、又は、ナット（２ｂ）の内側に放射線
状に延びた狭い部分から形成されていることを特徴とする、請求項１５～１８のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記狭い部分が、把持部によって形成されている、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ネジ山付先端部（３ａ）を固定して載置した支持部（４）と、前記ネジ山付先端部（３
ａ）が中を挿通している少なくとも１つの隣接部分（５）との組立体であって、請求項１
～１１のいずれか一項に記載の戻り止めネジ込み取付装置（１ａ）を含むことを特徴とす
る、前記組立体。
【請求項２２】
　ネジ山付先端部（３ｂ）の上の、隣接部分（３０）の組立体であって、請求項１～４及
び１２～２０のいずれか一項に記載の戻り止めネジ込み取付装置（１ｂ）を含むことを特
徴とし、前記先端部（３ｂ）に載置されかつ前記先端部（３ｂ）との共通の回転のために
固定されており、前記隣接部分（３０）が、前記先端部の肩部（３２）に軸方向に嵌合す
る地点で前記先端部（３ｂ）に備え付けた前記組立体。
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【請求項２３】
　前記隣接部分（３０）が、滑車又は車輪である、請求項２２に記載の前記組立体。
【請求項２４】
　前記組立体が、キーシステムを介して、前記先端部（３ｂ）との共通の回転のために固
定されている、請求項２２又は２３に記載の前記組立体。
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